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2025年度虐待防止研修報告 

⑥ 

報告 1 

 ９月 19日(金)、地域交流センター恵比寿

にて、2025 年度の虐待防止研修を実施しま

した。24 時間 365 日どこかの現場が稼働し

ているぱれっとで、全員が一同に集まると

いうのはかなり難しく、当日の参加者は 11

名でしたが、出席できなかった職員、アルバ

イトの方々は後日動画を視聴、レポートを

提出する形で参加していただきました。 

●今年の研修 

 昨年に引き続き、今年も東京都社会福祉

協議会の無料講師派遣事業の支援を受け、

長年の経験をもとに、こうした研修の講師

を務めて来られた小原俊治氏に講義をお願

いしました。昨年度の基礎的な研修に続き、

今年は実際のケースをもとに意見を交換し

あう、グループディスカッションを長めに

設定、現場職員の交流の意味も含めて、大変

有意義な 1時間半の研修となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●内容 

 後半の事例検討の前に、冒頭 30分を復習

の意味も含めてテキストをもとにした虐待

の定義、身体拘束の３つの要件（切迫性、非

代替性、一時性）などについてお話を伺い

ました。中でも最近良く話題にのぼる、「ス

ピーチロック」（言葉による抑制）について

は、参加者の中に初めて聞いたという事後

の感想も見られ、身体的、経済的だけでは

ない「当事者の尊厳を損ねる行為」として

再度認識したという声がありました。 

●参加者の感想 

「事例の中で、即虐待には該当しないが、

グレーな部分が多く、個人の尊厳を守れて

いるかという視点が大変難しかったです」 

「気づき⇒想像⇒実践⇒配慮が当たり前に

出来るよう、継続的に研修を行なう必要性

を感じました」「見解に幅はあれど、条件や

状況を突き詰めて考えると、虐待にあたる

かあたらないか、様々な視点が出てきて、

良いグループワークになったと思う」「研修

を受けて利用者の尊厳を著しく損なう行動

が虐待にあたると学びました。安全確保を

第一に積極的に行動していきたいと思いま

す。」「（利用者が）何がきっかけで不安定に

なったのか、どんな対応から不安定になっ

たのか、些細なこともスタッフ間で共有す

ることの重要性を改めて感じた」 

●まとめ 

 事後の感想で「次回はぱれっとでの具体

的な事例を挙げ、その対応について議論で

きる機会にしたい」という声が複数挙がり

ました。質の高い支援を目指し、今後の研

修を進めていきます。 

（事務局長 南山達郎） 
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10月 18～19日宿泊行事「プチバカンス」開催 

 今年
こ と し

のプチバカンスは、埼玉県
さいたまけん

長瀞町
ながとろまち

に

総勢
そうぜい

38名
めい

で出
で

かけてきました。久
ひさ

しぶりの

試
こころ

みとなる電車
でんしゃ

移動
い ど う

で、ハラハラドキドキ

の開催
かいさい

でしたが、当日
とうじつ

は欠席
けっせき

や遅刻
ち こ く

をする

方
かた

が一人
ひ と り

もいなく予定
よ て い

通
どお

り無事
ぶ じ

に終
お

えるこ

とができました。今回
こんかい

の旅行
りょこう

にボランティ

アとして関
かか

わってくれた方々
かたがた

をはじめたく

さんのご協 力
きょうりょく

をいただき誠
まこと

にありがとう
 

ございました
 

。  

●宿泊
しゅくはく

行事
ぎょうじ

「プチバカンス」とは 

余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

たまり場
ば

ぱれっとのイ

ベントの一
ひと

つで、毎年
まいとし

１泊
ぱく

２日
か

の宿泊
しゅくはく

行事
ぎょうじ

を行
おこ

なっています。今年度
こんねんど

は秋
あき

に企
き

画
かく

し、涼
すず

しくなった季節
き せ つ

の中
なか

で自然
し ぜ ん

を感
かん

じながら

交流
こうりゅう

を楽
たの

しむ時間
じ か ん

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１日目
に ち め

はライン下
くだ

りと長瀞
ながとろ

散策
さんさく

 

恵比寿
え び す

駅
えき

集合後
しゅうごうご

、池
いけ

袋駅
ぶくろえき

から西武
せ い ぶ

池
いけ

袋
ぶくろ

線
せん

の特急
とっきゅう

ラビューに乗
の

り込
こ

み、秩父
ち ち ぶ

を目指
め ざ

し

ます。電車
でんしゃ

を乗
の

り継
つ

ぎ宿泊
しゅくはく

場所
ば し ょ

に荷物
に も つ

を置
お

いてから旅
たび

のメインの長瀞
ながとろ

に降
お

り立
た

ちまし

た。そこからは、事前
じ ぜ ん

に希望
き ぼ う

を聞
き

いていたラ

イン下
くだ

りと散策
さんさく

の２つのコースに分
わ

かれて

観光
かんこう

をしました。 

この日
ひ

はいいお天気
て ん き

で川
かわ

の水量
すいりょう

も少
すく

なか

ったため、当日
とうじつ

にプランを変更
へんこう

、ゆっくり船
ふね

に揺
ゆ

られながら景色
け し き

を眺
なが

める川
かわ

下
くだ

りとなり

ました。川
かわ

を激
はげ

しく下
くだ

り、水
みず

しぶきもすごい

のかと想像
そうぞう

していた人
ひと

たちには、少
すこ

しがっか

りする気持
き も

ちもあったかもしれませんが、そ

の分
ぶん

ゆっくり散策
さんさく

することができ、長瀞
ながとろ

の

魅力
みりょく

を再認識
さいにんしき

できま
 

した。 

●２日目
か め

は秩
ちち

父
ぶ

観光
かんこう

 

宿
やど

を出発
しゅっぱつ

して再
ふたた

び電車
でんしゃ

に乗
の

り込
こ

み、次
つぎ

は

秩父
ち ち ぶ

に行
い

きました。秩父
ち ち ぶ

神社
じんじゃ

とまつり会館
かいかん

を見学
けんがく

し、実際
じっさい

にお囃子
は や し

の生
なま

演奏
えんそう

を聞
き

くこ

とができ、12月
がつ

に行
おこ

なわれる秩父
ち ち ぶ

夜祭
よまつり

の

様子
よ う す

を肌
はだ

で感
かん

じることができました。その後
ご

レストランで美味
お い

しいきのこパスタをいた

だき、駅
えき

でお土産
み や げ

を購入
こうにゅう

してから無事
ぶ じ

帰路
き ろ

に就
つ

きました
 

。 

 

 

 

 

 

●実行
じっこう

委員長
いいんちょう

、『のむさん』から 

近年
きんねん

、バスの値段
ね だ ん

の高騰
こうとう

等
など

が課題
か だ い

として

あり、当日
とうじつ

は電車
でんしゃ

移動
い ど う

でしたので、電車
でんしゃ

に乗
の

り遅
おく

れたり、はぐれたりすることがないよ

う、みなで声
こえ

をかけ合
あ

って行動
こうどう

しました。

参加者
さんかしゃ

のみなさんが楽
たの

しんでくださり、ま

たお礼
れい

のことばまで沢山
たくさん

いただけたので、

私
わたくし

としてはとても嬉
うれ

しかったです。 

電車
でんしゃ

移動
い ど う

は、荷物
に も つ

運搬
うんぱん

サービスなどの

特有
とくゆう

の費用
ひ よ う

が発生
はっせい

することや、当日
とうじつ

の

参加者
さんかしゃ

の体力面
たいりょくめん

など、課題
か だ い

もあるな、とい

うのが正直
しょうじき

な感想
かんそう

でした。それでもボラン

ティアや参加者
さんかしゃ

のみなさんと、楽
たの

しく旅行
りょこう

を終
お

えられたことに本当
ほんとう

に感謝
かんしゃ

していま

す。あり
 

がとうございました。 

 （たまり場ぱれっと 武井琴美） 

 

 

 

 

【絶景
ぜっけい

の前
まえ

で班
はん

の集合
しゅうごう

写真
しゃしん

♪】 

【西武
せい ぶ

秩父駅
ちちぶえき

にて全員
ぜんいん

集合
しゅうごう

！】 

報告２ 
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 ８月 22日、25日の２日間にかけて

行なわれた東京都社会福祉協議会主

催の「中堅職員研修」に参加しまし

た。講師は東京立正短期大学現代コ

ミュニケーション学科准教授の鈴木

健史先生で幼稚園教諭や保育士を経

て、ファシリテーション、リーダーシ

ップ、コミュニケーションなど様々な

人間関係論を専門にされています。 

 同じ福祉業界とはいえ様々な職種

の人達の参加でした。中堅職員の立

場について色々な視点から考え、学

び、自分自身がステップアップして

いくために必要な物は何か、目標は

何かを見つけるという内容の講義で

した。事前に課題がありテキスト内

のテーマごとに自分が重要だと感じ

たポイント、業務にどのように活用

していきたいかをまとめていまし

た。各テーマごとに講義を受け、自

分自身で考え、その後グループワー

クで発表をしました。グループメン

バーの職種は保育士、病院の事務、

訪問介護、障害者入所施設職員でし

た。意見交換をしてみると同じポイ

ントでも職種の違いで考える所や見

る所が違った点も学んだことのひと

つでした。事前課題を使用したので

効率よく意見交換が進みました。 

①キャリアデザインと自己管理  

 中堅職員としての役割や自己管理

のあり方を確認し、自らのキャリア

デザインを考えていく必要があるこ

とを感じました。 

②福祉サービスの基本理念と論理、フ

ォローシップの醸成  

後輩職員の手本となって行動でき

る視点や、信頼関係構築に向けたコミ

ュニケーションについて理解し、中堅

職員としての役割行動を理解していこ

うと思いました。 

③職場の問題解決における要因分析の

視点と原因の抽出 

問題解決における要因分析の視点に

ついて、事例研修を通して体験的に学

ぶことで中堅職員としての役割行動を

強化できました。 

④能力開発・問題解決・リスクマネジ

メント・多職種連携・運営管理 

上記５つの分野に関するテーマでの

グループワークを通して、自らのキャ

リアアップの為に必要な啓発課題を見

つけていくことを学びました。 

⑤行動指針の策定 

中堅職員として今後何を大切にして

行動していくのか、自分自身の「行動

指針」を明らかにすることによって自

己変革につなげていくことが大事だと

思いました。 

⑥キャリアデザインとアクションプラ

ンの策定 

組織の期待を自覚しつつ、行動指針

をもとに当面の重点目標を設定し、自

分のキャリアデザインを描いていきた

いです。 

●まとめ 

 職員だけではなく利用者や家族みん

なが同じ方向を向くことが大切で、そ

のためには言葉にならない思いを聞く

力であったり、穏やかに過ごせる環境

作りが必要だと改めて感じた研修でし

た。 

（おかし屋ぱれっと 山元絵里） 

 
中堅職員研修レポート 

 
報告３ 
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●はじめに 

９月に東京都社会福祉協議会主催の初任

者研修に参加しました。研修では、講義や

グループワークを行ない福祉職員としての

仕事への取り組み方などを学びました。参

加者を見ていると福祉の仕事だけでも様々

な職種やサービスがあることを知り、知識

が深まりました。 

●福祉の仕事について 

最初に、福祉の仕事に就いた動機や初任

者としての役割を確認しました。また、福

祉サービスの仕事の特性を理解し、仕事へ

の姿勢を改めることが出来ました。 

福祉サービスの仕事の特性 

１.社会の期待がますます大きくなる仕事 

２.生活支援を必要とする人々にとって不

可欠な仕事 

３.専門的サポートと思いやりの心が必要

な仕事  

４.一人では対応できない、チームケアと連

携が必要な仕事 

５.サービスの質の向上と効率性の確保が

求められる仕事 

 私は、福祉の仕事として障がいのある方

や高齢者のサポートをすることを想像して

いましたが、研修に参加した人の中には母

子のサポートをする人や子どものサポート

をする人など幅広いことが分かりました。 

 

福祉は特定の人だけでなく誰もが必要と

する仕事であると改めて思いました。 

今の仕事を、人を支える仕事として誇り

に思いたいです。                

●福祉職員としてのキャリアプラン 

 次に、キャリアプランについて考えまし

た。人生のキャリアとして、職場で期待さ

れているあるべき姿・求められている役割

行動（組織ニーズ）を認知し、自身の仕事へ

の持ち味や欲求、価値観など（個人ニーズ）

の融合が求められていると認識しました。

自分の持ち味を生かして組織に貢献できる

ように努めたいです。 

相互依存の関係 

・個人は仕事及び機会を提供する組織に依

存  

・組織は個人の職務遂行能力に依存 

研修の最後には、今後も福祉職員として

働いていくために、自身の役割行動と行動

指針を確認し、キャリアデザインとアクシ

ョンプランを制定しました。 

将来のキャリアの見通しを立てることで仕

事へのモチベーションを向上させたいと思

います。 

初任者として私が大切にしたいこと 

・利用者の抱えている悩みや問題を協力し 

て乗り越えたい 

・地域の福祉に関わる情報を理解し地域の 

取り組みに貢献したい。 

●おわりに 

 今回の研修で福祉の仕事について学ぶだ

けでなく仕事への姿勢を考えさせられまし

た。人をケアする仕事として思いやりの心

を大切にし、利用者の気持ちに寄り添う支

援をしていこうと思います。 

初任者としてこれからも苦労が沢山ある

と思いますが、一人で考えこまず、周りに

相談したり、自主的に福祉について勉強し

て成長していきたいと思います。 

 

(おかし屋ぱれっと・工房ぱれっと 江成 葵) 

初任者研修レポート 

 

報告４ 

⑨ 
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